
農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会

21
世
紀
新
農
政
２
０
０
８　

農
地
改
革
プ
ラ
ン

�

※
前
号
（
広
報
２
月
号
）
に
続
い
て
の
お
知
ら
せ

新
年
度　

ど
う
な
る
神
石
高
原
町
の
農
業
の
行
方

　

ど
こ
の
市
町
村
で
も
抱
え
て
い
る
「
担
い
手
・
荒
廃
地
・
食
農
」
の
問
題
に
対
し
、

農
林
水
産
省
は
今
、
農
地
改
革
を
進
め
「
食
料
供
給
力
を
強
化
し
食
糧
自
給
率
の
向

上
を
め
ざ
し
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

１　

農
地
の
貸
借
を
促
進
す
る
為
の
制
度
の
見
直
し
（
農
地
法
第
３
条
）

　

①
小
作
地
所
有
制
限
の
廃
止

　
　
（
小
作
地
を
国
が
強
制
的
に
買
収
す
る
仕
組
み
の
廃
止
）

　
（
小
作
地
を
国
が
強
制
的
に
買
収
す
る
仕
組
み
の
廃
止
）

（
小
作
地
を
国
が
強
制
的
に
買
収
す
る
仕
組
み
の
廃
止
）

　

②
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
策
定
の
円
滑
化

　
　
（
集
積
計
画
作
成
時
共
有
農
地
は
持
分
の
２
分
の
１
の
同
意
で
足
り
る
）

　
（
集
積
計
画
作
成
時
共
有
農
地
は
持
分
の
２
分
の
１
の
同
意
で
足
り
る
）

（
集
積
計
画
作
成
時
共
有
農
地
は
持
分
の
２
分
の
１
の
同
意
で
足
り
る
）

　

③
農
地
の
長
期
賃
貸
借
の
創
設

　
　
（
賃
借
存
続
期
間

　
（
賃
借
存
続
期
間

（
賃
借
存
続
期
間
20
年
以
内
を
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
長
期
賃
借
も
可
）

　

④
実
勢
借
地
料
の
情
報
提
供
の
創
設
及
び
標
準
小
作
料
の
廃
止

　
　
（
標
準
小
作
料
制
度
の
廃
止
）

　
（
標
準
小
作
料
制
度
の
廃
止
）

（
標
準
小
作
料
制
度
の
廃
止
）

２　

農
地
を
利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡
大

　

①
貸
借
に
よ
る
農
業
参
入
の
拡
大
（
貸
借
権
等
の
設
定
緩
和
）

　

②
農
業
生
産
法
人
へ
の
出
資
制
限
の
緩
和
（
法
人
へ
の
出
資
制
限
緩
和
）

　

③
地
域
に
お
け
る
農
地
の
引
き
受
け
手
の
拡
大

　
　
（
特
定
農
業
法
人
の
仕
組
み
を
農
業
法
人
以
外
に
も
拡
大
）

　
（
特
定
農
業
法
人
の
仕
組
み
を
農
業
法
人
以
外
に
も
拡
大
）

（
特
定
農
業
法
人
の
仕
組
み
を
農
業
法
人
以
外
に
も
拡
大
）

　

④
農
地
の
権
利
取
得
の
下
限
面
積
の
弾
力
化�

　
　
（
農
業
委
員
会
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
弾
力
的
に
定
め
る
）

　
（
農
業
委
員
会
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
弾
力
的
に
定
め
る
）

（
農
業
委
員
会
が
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
弾
力
的
に
定
め
る
）

農
業
者
年
金
で
安
心
で
・
豊
か
な
老
後
を

　

あ
な
た
の
老
後
生
活
へ
の
備
え
は
充
分
で
す
か
？

　

年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
！

　

老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
プ
ラ
ス
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す
！

●�

農
業
に
従
事
さ
れ
る
方
な
ら
広
く
加
入
で
き

ま
す

　

農
業
者
年
金
に
は
、
①
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
で
②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
③
60
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者
や

家
族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

き
ま
す
。

●
担
い
手
積
立
年
金
で
す

　

将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
自
分
で
積
み
立
て
、
運
用
実
績

に
よ
り
受
給
額
が
決
ま
る
年
金
制
度
で
す
。

　

65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。（
60
歳
か
ら

の
受
給
も
可
能
で
す
。）

●
保
険
料
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　

毎
月
の
保
険
料
は
、
２
０
，
０
０
０
円
を
基
本
に
最
高
６
７
，
０
０
０
円
ま
で

１
，
０
０
０
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
き
ま
す
。

き
ま
す
。

●
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
で
す

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は
ず
の
年
金
を
予
定
利
率
で
割

り
戻
し
た
額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
、最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
で
先
進
地
�
�
�
�
を
�
�

地
�
�
�
�
を
�
�

�
�
�
�
を
�
�

　

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
21
年
２

月
12
日
（
木
）
〜
1�
日
（
金
）
の
２
日
間
広
島

市
・
山
口
県
で
の
先
進
地
事
例
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

広
島
市
で
は
栽
培
面
積
４
・
１
ha　

年
収
量

３
１
０
ｔ　

販
売
金
額
１
億
５
千
万
円
の
大
規
模

な
ネ
ギ
栽
培
農
家
で
研
修
し
ま
し
た
。

　

主
に
は
青
ネ
ギ
栽
培
で
す
が
、
他
に
小
松
菜
・

春
菊
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
１
年
を
通

じ
て
効
率
的
な
作
業
体
系
を
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
３
年
か
ら
は
研
修
生
の
受
け
入
れ

も
さ
れ
、
パ
ー

ト
従
業
員
を

含
め
15
〜
16

人
の
労
力
で
目
標
年
収
量
４
０
０
ｔ　

販
売
金

額
２
億
円
を
め
ざ
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
生

は
、
２
年
半
の
研
修
期
間
を
要
し
、
こ
れ
ま
で
11

名
の
卒
業
生
を
送
り
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に

独
立
さ
れ
農
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
山
口
県
で
は
繁
殖
肉
牛
を
活
用
し
た
遊

休
農
地
へ
の
放
牧
を
行
う
「
レ
ン
タ
カ
ウ
制
度
」

も
視
察
し
、
遊
休
農
地
解
消
・
鳥
獣
対
策
に
も
効

果
が
期
待
さ
れ
る
取
り
組
み
だ
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、
エ
コ
農
産
物
を
販
売
す
る
「
野
菜

工
房
」
も
視
察
し
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
・
安
全

性
を
追
求
し
た
特
色
あ
る
販
売
所
で
あ
る
事
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３　

農
地
の
面
的
集
積
の
促
進

　

①
農
地
の
利
用
者
へ
面
的
な
利
用
集
積
を
促
進
す
る

　
　
（
実
施
に
当
た
り
地
方
公
共
団
体
・
農
業
委
員
会
と
連
携
）

　
（
実
施
に
当
た
り
地
方
公
共
団
体
・
農
業
委
員
会
と
連
携
）

（
実
施
に
当
た
り
地
方
公
共
団
体
・
農
業
委
員
会
と
連
携
）

４　

遊
休
農
地
対
策
の
強
化

　

①�

遊
休
農
地
の
申
し
出
時
、
農
業
委
員
会
は
当
該
農
地
の
利
用
状
況
等
調
査
し
解

消
措
置
を
円
滑
に
行
う

　

＊
農
地
法
等
の
法
律
の
改
廃
に
つ
い
て
は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３号

輝
き

町
で
10
�
目
の
特
定
農
業
法
人
誕
生
！

　
「
農
事
組
合
法
人
高
原
フ
ァ
ー

ム
み
つ
の
ぶ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

地
区
内
2�
戸
の
加
入
で
当
面
利

用
集
積
面
積
５
・
６
ha　

作
業
受

託
面
積
10�

ha
で
水
稲
を
中
心
に

飼
料
作
物
・
野
菜
等
の
栽
培
も
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
近
隣
と
の
話
し
合
い
を

行
い
、
集
積
面
積
を
増
や
し
な
が

ら
、
交
流
体
験
農
園
を
生
か
し
た

観
光
農
業
に
も
取
り
組
ま
れ
る
予

定
で
す
。

　

光
信
で
は
、
昭
和
5�
年
か
ら
機

械
共
同
利
用
を
進
め
現
在
ま
で
約

�0
年
あ
ま
り
維
持
・
経
営
さ
れ

「
法
人
に
名
を
変
え
て
も
地
区
内

の
強
調
と
和
を
大
切
に
躍
進
し
た

い
！
」
と
の
こ
と
で
す
。
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